
給与飼料合理化に関する試験  

〔耕男船与に■関する就兢〕  

殿内正芳 清水明良 宮下光男  

1、目的   

従来飼料給与においては、週令や体重に   

ょり、、幼すう、申すう、大すう、成効用と   

四段階に分けて給与していたが、先に育成   

期間の給与飼料が発育生産におよはす影啓   

試験において、大すう期の飼料差による発   

育、療卵に従来の飼美方法と差異のないこ   

．とが判明Lたので、今回は時識別に給・与飼  

料を変果して、冶与飼料の合理化を観り、  

今後の飼料給与の新しい方式を確立するた  

めの資料を得る。  

2、方法  

（1）品種、ロードホーン種、餌付300羽  

（2）飼奉型態、ケージ飼糞による不断給餌  

（3）掬間 育成蒜j、15、・i、3－15、  

8、21  

産卵勅 15、8、21～16  

7. 2jj 

（4）区分とk司でさ羽敬  

表1、区分と飼萎羽教  

育  成 持1  産 卵 ；萌  

0一」  5－10  11－20  21－30  31－50  51－68   
＼  

37   29   27  

300  98  9ぢ   
り  37   3l  29  

3  27   18   1、l  

2  98  91  
27   21   19  

27  21   17  

3  98  96   
6  27  16   14   

（5）給与飼料  

表2、給与詞料 CP～TDN   

週 区  0－4  5－－10  11－20    l2卜30  31－50  51－68              口  

20－68  17－・66  1．1－・6   
2  

3   

2  12－66  12－6  

5  16－66  1fトー66  1首：＝石1㌻  
3  20－68  17－66  

6  18－66  16－66  1（i－・66   
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（6）給与飼料の配合割合  り、産卵数と重量、エ、健康状態、オ、経済性   

表3、のようである。  （8）飼狸管理  

（7）調査薬日  飼料ほ、不断給餌とし1日Z回船供しその他   

了、飼料消費料と体重、イ、初産目令と体重、  は一般管理に準じた  

乗3 給与額料の配合割合（）内ほ分析値  
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3．成績  

（l）育成期間の成績   

7、生存状況  

供武鵡ほ、餌付より4週まで全区Cp2・  

0、TDN68の飼料を給与し、5過以降  

20週まで3区に分け、それぞれの飼料を  

給与した。  

表1生存、残存状況  

11邁以降、白血病が発生して死亡率が高かく  

なって、20週末の生存率は、1、2、3区の慣  

であったその状況は、襲4のようであって、高、   

低蛋白質区の死亡が多かった。  

0 ■－ 4 週  ，5 ～1．0 週  11－2 0週   

餌 付  死亡   残   革   区  羽数  死亡  残   羽教  亡  残   車   

1 98 0   98  100   98  24  74  75．5  

300   6   294   98．0  J＋   91  95．9   9i  10  54  57．4  

i   

2．   96  9＝ 96  42  51  5（ミ．3   

表5 病類別 死亡羽教  

イ、発育体蚕と飼料零求率   

大すう周科切替時、体重と増建は、1、   

3、2区の膳把良く、産卵飼料切替えの2   

0週末では、体篭は、2、3、1区？塀で   

増体重lま、3、2、1区の願で、通算増体   

重は、2、3、l区の順であって、各週兼   

体重には有意差lま認められなかった。  

i司科の摂取患は、、5～10週までは、3、  

ト■2区の慣で、要求産も同じ贋位であった。0  

0”20週の通算では、1、3、2区の脹で、5   

－・10過では、億蛋白区が要求率が良く、11～  

20遡では、高蛋白直が良く、0－20過の通算  

でほ二億蛋白区が良かつ．た。その状況は、表6、   

7■のようであ。  
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表6 発育体笠（創  

4 週末   重  10 週 末  20 週 末  通算  
餌付  
体重   増体  区  体憲  偏差  増俸   体蒐   偏差   増俸壬  

口  

35．4  272．6  

3   

】   

表7 摘料摂取悠と要求率（1羽当）  

0 ′〉1  5 ′〉10  11～2（）  0 － 2 0  

区  摂取儀  要求率   摂取景   要求泰  摂取患  要求率  摂取億   要求泰   

2387．8  3．i83  5294．9  6．612  8208．5  l．7fi2  

2   525．8  2．217  

3  2103．1  3．569  5103．8  l．65fi  8032．7  1．632   

（2）産卵期陶の成績   

ア、性成熟状況  

初産日令は、6、5、2、3、l、ヰ区の  

傾で約1iO日－153日で育成詩〕に高蛋白  

質飼料の給与区が早く、産卵期間の21週よ  

り30凋までの蛋白差では蛋白1汚給一与区が  

育成期間中高蛋白給与で産卵飼料蛋白1鋸給  

与区が早く、低蛋白飼料な給与して来た区で  

は産卵飼料の蛋白1む給与区が早かった．．仁初  

表8 性成熟状況  

産卵重は1”1区までは約38タで、5、6区は  

約36グで初産日令の早か？た方が′j＼きかった＝ン  

初産体重は1、2、1、5区が約1．8kタ以上で  

3、6区は1・9kダ以上で、飼料差はよる特別の  

憤向はみられなかった。50％唖卵日令は1、2  

区間、3、1区間では、産卵期詞困潔白1βの方   

が早く、5、6区でほ蛋白16の方が早かった。   

衷8のようである。  

初縫 目 令  初産卵蓋（の  初産体重 脚  
区  
日令   偏差  有意差  卵意   偏差  有意差  体重  、＝偏差  有意差  月日  日令   

151．l  1l．1   なし  38．1  3．8  なし  1888  1・12．1  なし  9月9f】  ！59   
2  148．7  11．3  38．8  4．6  1855  172．3  9●1   154   

3  150．8  1i．5  37．8  5．3  1923  217．3  9．17   】68   

13．7                 J  153．2  38．3  1．l  1819  222．2  9．7   157   

5  147．0  10．1  36．5  4．8  1862  114．9  9．4   154   

6  13g．7  12．6  35．6  3．5  1919  171．5  
19 14 16l   
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イ、．健康状態   

育成期問に、白血病が発生」その後も健康状   

態のすぐれないものがいるので21迎合の産卵   

飼料給与開始に際し見込のないものを淘汰L、   

その後の死亡の状態は30選考でに合計6羽、  

31－50週までに13羽、51～68過までに   

8羽が死亡したが。21週の淘汰以降の死因は、   

卵つい症が主でちった。その状況は襲9、10、   

のようである）  

表9 死亡、残存状態  

iO遁 

1  37  8  29  7d．l  29  口    2ご  96．ボ  羽数  桓車中葦    匝数  ；死亡    残   tお                       2 円  3 7  6  31  83．8  己31  0    31100．0   2 7  9  13」  〔15．7   
95．3   

3           一一一一一ヰ  Ⅷ  2    16   日6．9  1  2 7  3  2，i  ポd．9さ  2i  口      5  2 7  6 ゝ㌃177・‡）  n    Ⅶ 21  0    2110く）．0  6  2 7  11  1G  59．3  16  2    1i  87．5   

31－ 5（）；ざヱ  

、ダ赦  死亡  残    率  

tも7        山      96．ボ  28  ロ  2 7  ？3・1    100．0  31  2  2 9  93．5    昌6．9  】．6  2  1l  77．5  
23  巴  L ヒ）  79．2 ；与1．0    10＝．0  21  巴  17    87．5  14  0  11  87．5   

区  

ほ   

51”6S凋」   l羽数l  死亡  梁  薬   

3  1l  2  12  66．7   

i  19  口  1ボ  75．0   

5  17  3  14  66．7   

6  1l  0  1l  87．5   
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表10 病類別、期間別、死亡淘汰表   

13  

体範の甜澗別の変化の状況ほ竜卵を帯始Lてか  飼料差把よる特別の傾向はみられなかった。   

らも50週今まで上昇した。終了時には低下して   

いた、衷11のようであって有意蒜は認められず  

表11妙j間別体意表（幻  

初夜体貢  30週令  5 0週令  終了時  
区  
体重   偏差  体鴬   偏差   休茸   偏差   体蔓  偏差  休寛  偏差   

1  188B  112．1  2111  142．3  2二100  299．7  2110  152．8  
1759  102．3  

2  1汚55  172，3  2119  179．7  2131  252．6  2152  17f；．5   

3  1923  217．3  2180  251．3  2507  377，7  2283  199．2  
1815  222．7  

l  1849  222．2  2117  22i．9  2397  378．0  2200  184．7   

1862  111．g  2124  251．3  2153  228．8  2221  208．3  

5 6  1770  237．0                 209．3     1919  171．5  2200  228．8  2525  JOfミ．1  2193   
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ウ、産卵状態  

産卵状熟ま給与飼料1fi～66を全期間給与  

したグループも、18－66→16－66→1   

1－66を期間ごとに蛋白質を斬滅したグルー   

プ紅おいても、韓卵中期（31～50週）がも   

つとも良く産卵していた。寵卵前期（21－3   

0週）では育成期間の檜与飼料の高蛋白質の願   

把良かったが産卵飼料18－66給与区間では   

有意差が認められず、16－66給与区間でほ   

5％水準で有意差が認められたが、他の期間お   

よび全期間でlま有意轟は認められなかった。   

育成期間同一飼料で塵卵期に飼料を替えた、  

1区2区、3区1区、5区6区の間忙は、各期   

および全期間に有意差は認められなかった、   

期間別の1羽当り産卵数は、表12、13のよ   

うである。  

卵蒐景についてlま、4区が地区K比較して′トさ   

かったが、これは飼料義によるものではなく、た   

またま卵重畳の小きい個体が入いつていたためと   

思われる。それは他の区が、ほゞ同様であること   

からして推察きれる。   

各期間を同一飼料を給与（16－66）Lた、  

1、3、5区は、期別に異なる飼料を与えた。2、   

4、6区よりやゝ卵重の大きい傾向が認められた。  

表12 全区間の産卵数と平均卵重（】羽当）  

夜卵前期（2】－30週）  産卵中期（31－50週）  

口  2  3  1  5  6  有意差  口  2   3  l  5  6  ‾意差   

個 数  51．2  19．7  ヰ6．4  18．2  55．3  50．j  なし  

偏．差  10．6  1l．2  11．1  12．0  9．2  12．6  15．8   

卵 韮  49．0  48．3  49．6  47．1  48．6  18．8  57．9   

蔑卵後期（51－68週）  全期間（338日）  

ロ  2  3  l  5  6  有意差  ロ  2  3  l  5  6  恵美   

個 数  80．0  87．6  88．2  76．7  9ヰ．1  94．9  なし  36．J  215．9  40．2  230．2  24G．0  50．3  なし   

偏 差  34．9  2．0  37，5  30．7  23．9  20．2  78，1  55．5  93．8  88．3  88．豆  75．6   

60．8               卵 重  后3．0  佗・1  63．7  61．1  60．9  57．5  57．1  57．9  55．5  訴．2  56．3   
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襲13 育成期間飼料差の産卵比較  

蔑卵前期（21－30）  産卵中期（31－50）  
区  
個数   偏差ノ   平均紳垂  有意差   個数   偏差   平均卵垂  有意差   

1   51．2  10．6  49．0   5喫〉  101ミ．4  24．0  57．9  なし   

8   1fミ．■l  11・1   19．6  あり  58．2，             10fI．1  22．3   

5  55．3   9．2  50．3  107．2  35．2  57．2   

産卵後期（51～68）  全期間（3 38日）  

個数   偏差   平均卵蒐  有意差   階数   偏差   平均卵黍  有寒差   
区  
80．0  う．l．9  63．0   なし   236．0   73．1  57．5   なし  

3                   88．2  37，5  637  2 jO．2  93．8  57．9   

5  9j．l   23・9  60．9  2ヰ6．0  88．9  56，．2   

週   21－3 0   

区   1   3   5   

3  

1tあ  

5  ※  

泰卵前期（21－＿30）  産卵中期（31－50）  
区  
個数   偏差   平均卵孟  有意差   

2  j9．7  1l．2   48．3   なし   108．2  窄し   

口  18．2  12．0  17．1   

6  50，j  12，G  18．6  個穀  偏差  平均卵豆  有意差             10i．8 115．9  27．4 27．G  57．l 5（弓．3                      15・甲  5（ミ．9   
産卵後期（5い－68）  全期間（33 8日）  

区  
個数   偏差   平均師恩  有意差   個数   偏蕪  平均卵唾  有意差   

2  S7．6  22．0  62．1   なし   2L15．9  55．5   57．1   なし   

曇  7fi．7  30・7  61．l  230．2  88．3  55．5   

6  91．9  20．2  60．8  250．3  75．6  5（i．3   
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給与飼料の1G－6f上水よぴ18〃66給与  

の育成期間の飼料差による有意差は霞忍められな  

かったが、5－20週まで12～66の低蛋白  

質料を給・与Lた、l区の産卵数、実数で15～   

220個少なかった。3区は、前、中期1、5区  

の両区より愚かったが、後期に1区より良かっ  

た、ため忙全期間では1区より良い繹果であつ  

た。したがって暫成期飼料の5週から環白12  

の飼料を拾・与することは、なお検討の必賓があ  

ると思われる。   

エ、経済性  

け）飼料摂取壊と薯来賓  

飼料の摂取態と饗来賓は、襲11のように   

確卵前期では、5区、2区が1（）0汐台で他  

は95グ前後であったが、中期以降は各区と  

もに、IZ Oグ前後となりそのうちの後期忙おい   

て3区は134ダとな▲り1区は117グであった  

全期間でみると、1区2区はほゞ同じで、無区は   

細別に飼料を変更Lた。l区6区が同一飼料であ   

った、3区5区よりやゝ少紫であった・  

飼料撃求率は、前期で初産日令の早かった、5、   

1、G区がやゝすぐれ、その傾向は各期間と全敗   

聞を通じて同じようであったゥ  

全期樹を通じて細別給与をLた区か同一飼料を   

給与Lた区より摂取・畝はやゝ少なく、蓼求率もrl   

区を除いては良かった。育成中値蛋白質飼料を給   

与した3区1区lヤ他区よりやゝ悪かったp  

伸 飼料費と卵価  

給与飼料の臆当り単価と、生産卵の平均卵価   

一表は、乗11、15のようである ○  

菜11低当り飼料単価（円）  

甘、＼＼軋   育  成  期  産  卵  期   

CP～TI）N   20（べ8   17 f汗   14－ぺ6   12－－一端6   18－欄月 二川－－－ぺG14－66   

単  価  38．11i  31．651  31．968  3r）．958  35．5と11  34．331  33．22   

表15 月別平均卵価  

月  8   9   10   12   1   2   

金 横    18月31  205．ヰ6  205．00  23f弓．58  167，00  18a．3l  

3   ヰ   5   6   7   平均  

183．67  161．82  160．ヰ2  149．75  11i．12  181．27  

準区で、高菜自質飼料区は摂取量は標準区より少  

食であったが単価が高いために飼料費は多くなつ   

ナニ。  

育成期問の1羽当り飼料費は、表16のように   

低蛋白質飼料を給与した、2区が摂取量も少なく   

単価が安いためにもつとも安くあがり、次いで標  
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衷16 育成期間の1羽当り飼料費（ダ、円）  

0   ′－ 4  5  ・－  10  

翻   単価   金額   摂取恩   単価   金額   

525．8  38‥lil   20．21  2387．8  31．651   L82．71   

2   〝   ／′   ／／   210l．6  30．958   65．0（ミ   

3   ／′  ／′   

21α3．1  38．14l  ！92・38   

11 ～ 20  合計  0  － 20  

摂取量   堵渾   ー 金級   摂二枚最   単 価   金 額   

1  5291．9  31・968  169．27  8216．5  272．22   

2   528．l．1  30．958  163．59  791l’．5  248．86   

3   5103．8  34．651  17f弓．85  8023．7  

牽卵期間の1羽当り飼料熟ま、表17のように   

前期飼料にあっては、2区がもつとも謁く次いで  

5区、育成期に低東白飼料、襟準飼料を給与Lた  

21芸i区は、1区3区より撞く、■訪露白雨成区で   

あった5区6区では、産卵飼料を標準給与した5  

区の方が摂取量も多く金怨も威かった。中緋は各  

区共通飼料（16－G6）であって摂取量の1区  

3区が高く、摂取・量の少ない5区が安い、育成期  

間借蛋白な給与した3区4区が摂攻嚢が多く金額  

が多くなる結一果となった。  

後期飼料では蛋白質を低くした飼料給与区であ   

る。2、1、G区が、1、3、5区把比戟すると   

摂取量が少畳で、単価が安いために安くなった。   

産卵全跡笥を通じてみると摂取罷tま、3、2、   

5、l、l、6区の燐で、金額でほ、3、5、   

2、l、G、1区の腋で育成中、楔準飼料て銅器   

されていて産卵期に期別給与した、2区か1区よ   

り子郵牧顛も金短も多く、高、低、蛋白育成で産卵   

期に斯別袷・与した区の方が摂取鼠 金額とも把少   

なかった8  

総体的にみた場合には産卵期に期別冶・与した方   

が飼料費の低減が出来る、  
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表17 産卵期間1羽当り飼料貨（グ、円）  

31・－5 0  

閣  21′－3 0         摂取量  単 価  金緻   接取畳   単価   金額   

口  6690．6  3i．331  229．69   17．061．8  3i．3ご31．  585．75   

2  7110．6  35．581  253．01   17．054．8   ／′   585．51   

3  6565．3  34．331  225．39   17．453こ8   ／′   599．21   

l  531．0  35．58ユ  232．3∂   17・508・Ⅰ   ／／・   601．08   

573．11   

6  603．・8  35．581  23．197   17．010．（l  ／／  583．97   

51”68  合  計．＝       ．0⊥6－8  

金額  摂取量   金村・・合計金績   田  7092．ヰ  34．331  213．49   16．703．1  〝                   区                           音奨取堤  単価        卜  ロ  5．801．2  3i．331   542．57  39．556．6  1358．01  1630．23  2  5．682．6  33．2t   521．29  39．84B．n  1359．81  1632．03  ぎ「【  3  8．771．2  3ユ．331   644．13  i2．790．3  1ヰ69．03  1717．89   
4．999．0  3：う．2i   498．57  39．038．1  1332．03  1580．89   

6．055．0  34．331   551．1畠  39．850．8  1368．11  1657．55   4               5               6  5．399．7  33．2rl   511．89  39．013．8  1330．83  1fi20．27   
軌 産卵螢と金額   

1羽当り産卵億と金額は前期では、1、3、  

5区の1（i－66飼料区が、2、1、6区の1  

8－66飼料区より産卵頗が多く、金額も多い  

育成期飼料よりみると、5、1、3、区と、応  

蛋白質飼料、標準区、債揖白賀飼料区の憤であ  

る。02、 l、6区についても同じ麟位であった  

中期では、1、2区間、5、6区間では、前   

期に高蛋白質を給与Lた方が良く、3、1区で  

は標準飼料を給与した3区がわずかに良い、育   

成期飼料別に1、3、5区を比軟すると5区が  

わずか把少なく、2、i、6区を比較すると、  

6、2、4区の慣である。■  

後期では育成期間中、榛準区と、高、低蛋白質  

区で産卵期に期別給与した区か、同一飼料を給与  

した標準給与区より良く、低蛋白質給与区では機  

準区の方が良かった。壷卵飼料が同じである1、   

3、5区では、3、5、1区の腰で、2、4、6  

区では．6、2、1区の贋であった。全期間では  

1、2区と5’6区間では細別給与区が良く、3  

4区間は期別給与区が悪かった、表18のようで   

ある。  
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（ェ）卵代金と飼料代（育成期を含む）とその差金  

表19のように卵代は、6、5’3、2、⊥   

4区の贋で、飼料熟ま3、5、2、1、6、l   

区の慣であって、差金は・卵代が多く飼料が少な  

い6区がもつとも良く次いで、6、2、1、a  

4区の贋で、商家白質飼料托よる育成区の6、  

5区がともに良く、低蛋白質飼料による育成区   

はとも把悪く、標準区（1、2）はその中閣に   

なった。ヰ区以外は産卵期に、期別給与を行なつ  

った区がともによい結果となった。   

飼料代について、1、2区なみると期別給与が   

やゝ多くなっているがこれは産卵前期に2区が1  

区より摂取儲か多く金額があがった、ことが原闘   

となり、後期の飼料期間においてそれを補うこと  

が出来なかった．ためであるが、期別給与により  

飼料費が低減することは可能である。  

表191羽当、鶏卵代と飼料代（育成期を含む）差観円）  

項 区   2   3   5   斥   

鵜卵代  2198甑2  2519．65  2555．12  2351，75  259i．28  2fミ81．69   

飼料費  1630．23  1632．03  1717．89  1580．89  1657．55  1620．27   

差 金   868・39   917．62   837．53   770．8f；   936．73  1061．12   

l、要約   

育成期から倭卵期間を、0～上、5－10、   

11一－20、21－30、31～50、51－  

68i笥の6期間に分けて期別托異なった飼料を  

給与し．、発育と産卵托およはす影響を知るため  

に実卑した縫呆は、次のようである。  

（1）育鱒期間   

7、発育状況  

餌付より1週までは20－68飼料を全  

群に給与し、5－10週まで、中、低、高  

蛋白の三種の飼料（1区17”66）、2  

区12－66、3区20′－68、11－2  

0週まで17～66を11－66に、12  

～66はそのまゝで、20～66を17～  

66飼料に切替え給与Lた結果、通算増俸で12   

～6f，、16′－（ミf、1J〈パR6の憎で、それぞ   

れ1779・iグ、1731・2グ、1723、  

6グであったが有意差でほなかった点  

イ、飼料摂薇・放と凄末輩  

飼料の摂現恩け．、1区、3区、2区の慣でそ  

れぞれ8208・5グ、7911・5才、80   

32・7訝で、摂椒菟の少なくて増体重の大き   

かった。低蛋白連継給与の2区が次いで、高蛋   

白質飼料の3区、標準的である1区の頂であつ  

た。   

ウ、健康状態  

幼すう期は事故死5羽と淘汰1羽で申すう期  

・－214－   



に佳境白飼料区で尻つゝき2羽と淘汰2羽、  

高蛋白区で淘汰2羽であったが、大すう拗に  

入いり、白血病が発生L、1区22胡、2区  

3区各々10羽の死亡と、】、3区に各々淘  

汰2羽であって、高低両照白区は疾病が倭生  

Lた際ほ、標準区より発病率が届いように思  

われた〔21過より蔭卵飼料切替え時に各区  

の病弱頼を‰髄した。  

（2）蔑卵邦   

7、性成勲状態、21剖より育成描の、l、乙、  

3区を各々2介して総計6区として分けた各  

区を16－66飼料な連継給与L（1、3、5  

区）、他の区ほ、21～30i観令まで18－6  

6、31～50適合まで16－66、51〈′6  

8週令まで11－66飼料に切替えた細別給与  

した（2、1、6区）、結果、初舐日令は育成  

期間低蛋白肇飼料給与区では16－66を給与  

Lた方が、3日早かったが、他の区では18－  

66を給与した方が早かった。標準区では約2  

日、高蛋白区では約7日早かった。  

初藻卵盈は、初夜6令の早かった、5、中庭  

一 がやゝ′トきかったが、他は同じであった。  

初玩体喜ば各区大差なく、50％産卵日令は  

2、 1区は、l、3区より5日と11日早く、  

5、6区でほ、5区の方が10日早かった じ  

イ、’産卵状態  

育成期の飼料差による産卵えの影碑は藍卵前  

期把おける、1、3、 5区の問把5一％水準で有  

意差がみられたが、他の崩、他の区間では有恵  

美はみられず、全遇閏でも有悪業はみられなか  

－215－   

ったが、l区をのぞいては期別給与をした方．  

が良く、また各期間ともに、有成期に高蛋白  

飼料を給与した区が産卵状態は良かった。   

ウ、健康状態  

21週以降は特殊な疾病もなく、卵つい症  

が主もなものであって、これは各区に発生L  

ており合計22羽が死亡し、その他は卵巣陣   

場3乳痛風2羽であって飼料差は認められ  

なかった。¢  

終了時忙おける残存率は、2、6、1、l、  

3、5区の暦で、3、5区は同じであって、   

2区90降以上 6、I区が85％以上、1   

区75％、3、5区ほ戸6畢であって期別給   

与区が残存状熟ま良かった。   

エ、飼料摂取一最と要求案  

飼料の摂取量は、産卵前購には、5区と2  

区ほ、1日1羽当り100乳玖上の摂取蜃で   

あったか、他は93～96グの範囲内であつ   

た、中拗以降は、約120ダ前後に増加した   

が、全期間では、3区がもつとも多く120   

グで、他区は115グ前後であった。  

銅料要求率については、前期で、2．9～  

2．7の範囲で、中期は、2．9”2．5、  

後其弓は、3．2～2．6全期間で、3．0一－  

2．7の範囲であって、育成用に低層自費飼  

料を給与していた、3・1区が悪く、高儀自  

質飼料給与区の、5、6区が良かった。1区  

以外では産卵期に顧別期与した区の方が良か  

った。   



5、むすび  

以上の結果からみて育成鼻）間忙倣蛋白質飼料  

を給与することくま更に検討を零する。  

大すう拗閲の給与飼料が発育と生硬忙およほ   

す影単式験において、大すう‡快飼料な12－6   

・6を給与しても響：い影智がなかったことから推  

論すると、申すう頼1において12－66の低蛋  

白質倒料を穏与することが発育には影脅かない  

托しても囲‡卵に影筍を与えるものかと思われ、  

また抗病性のうえからも考慮する必賓かあると  

思われる「  

この育成耗における砥石日常区は鞍卵iやi把同   

一飼料を給与しても、註順一j給与しても良くなか  

ったが、他のj軋別給与区が良いところから育成   

期からの描別給与は可能な方法であると思ゎれ  

る。  

オ、飼料賀と卵代  

育成飼料費は、高、中、低贋白質区の順で、  

それぞれ約2汚9円、272円、2・19円であ   

って、藍如期間では、3、5、2、1、丘、1   

区の慨で最前が、3区の約l・169円で 煎低  

が6区の1330円であった。  

卵代は、6‘、5、3、2、1、l区の個で、  

麓崗は6区の2662円、煎低は2352円で   

甥料燻（育成飼料費を含む）と卵代の昇金の多   

い偵位Iま、6、5、2 1、3、1区の傾で鼓  

笛1661円、最低771円であった。乾卵iり］  

の則別っ給与区では、2区が対照区よりやゝ多く  

なったが、他i、6区は閉料決が低減した。   

卵代にお＼、ては、親別冶ちl菟で、4区が対照   

より悪かったかノ他の2、6区は良く、総体的に   

みて尉別冶牒が寮卵にも悪影智もなく、飼料幾  

が低淑できるから諮菜済性は良くなることとなる。  

以＿上  
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